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「
伝
統
の
わ
ざ
」
っ
て
な
に
？
こ
の
よ
う

な
疑
問
の
答
え
を
見
つ
け
出
す
、
そ
れ
が
伝

統
工
芸
展
の
場
で
す
。

　

数
百
年
も
の
長
い
間
、
人
か
ら
ひ
と
へ
と

受
け
継
が
れ
、
現
代
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
技

術
は
、
ま
さ
に
日
本
に
お
け
る
「
も
の
づ
く

り
」
の
原
点
と
い
え
ま
す
。

　

そ
の
技
術
は
、
国
、
地
域
の
文
化
の
基
礎

を
な
す
も
の
と
い
え
、
機
械
で
大
量
に
生
産

さ
れ
る
も
の
と
は
違
い
ま
す
。
長
い
時
間
を

か
け
、
技
術
を
習
得
し
た
人
々
だ
け
に
し
か

生
み
出
せ
な
い
本
物
の
わ
ざ
で
あ
り
、
本
展

に
登
場
す
る
職
人
さ
ん
の
技
は
、
ま
さ
に
歴

史
を
支
え
て
き
た
技
術
な
の
で
す
。
そ
の
作

品
は
、
一
つ
ひ
と
つ
時
間
を
か
け
て
「
生
み

出
し
た
」
心
の
こ
も
っ
た
も
の
で
、
細
か
い

と
こ
ろ
ま
で
伝
統
の
技
術
が
生
か
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
「
伝
統
工
芸
展
２
０
１
０
」
は
、
そ
の
よ

う
な
「
わ
ざ
」
を
ご
覧
い
た
だ
け
る
数
少
な

い
機
会
で
す
。

　

ぜ
ひ
ご
来
場
い
た
だ
き
、
職
人
さ
ん
の
技

を
通
し
て
、
本
物
の
良
さ
を
体
感
し
て
く
だ

さ
い
。
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今
年
度
の
伝
統
工
芸
展
は
、
区
民
の
み
な

さ
ん
に
職
人
さ
ん
の
も
っ
て
い
る
「
技
」
を

見
て
い
た
だ
く
た
め
、
実
演
に
重
き
を
置
い

た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
作
品
は
、
技
術
を
駆
使
し
て
で
き
る

も
の
で
す
。
無
形
文
化
財
（
工
芸
技
術
）
と

し
て
は
、
も
の
を
作
る
技
術
が
と
て
も
重
要

な
の
で
す
。

　

ま
た
、「
見
る
だ
け
で
は
満
足
で
き
な
い
」

と
い
う
方
の
た
め
に
、
毎
日
２
〜
３
の
職
種

で
体
験
も
で
き
ま
す
。
い
ず
れ
も
江
東
区
の

無
形
文
化
財
保
持
者
で
、「
伝
統
の
わ
ざ
」

を
受
け
継
ぐ
方
々
で
す
。
数
少
な
い
機
会
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
そ
の
技
を
身
近
に
感
じ
て
く

だ
さ
い
。

　

会
場
で
は
、
職
人
さ
ん
に
よ
る
作
品
販
売

も
あ
り
ま
す
。
会
話
を
通
し
て
、
楽
し
い
ひ

と
時
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

職
人
さ
ん
に
「
入
門
」
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

今
回
の
伝
統
工
芸
展
で
は
、
体
験
が
で
き
る

職
種
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
ご
来
場
く
だ

さ
る
皆
様
に
、
少
し
で
も
「
職
人
の
世
界
」

を
体
験
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
か

ら
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
短
い
時
間
で
す
が
、

「
世
界
で
ひ
と
つ
」
だ
け
の
作
品
を
、
ご
自

分
で
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
愛
着

が
わ
く
と
思
い
ま
す
。

　

申
込
は
、
会
場
で
直
接
職
人
さ
ん
へ
。
何

を
作
る
か
は
、
当
日
の
お
楽
し
み
で
す
（
実

費
負
担
）。

【
日
時
】

　

２
月
５
日
（
金
）
〜
７
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
入
場
無
料

【
会
場
】

　

深
川
東
京
モ
ダ
ン
館

（
門
前
仲
町
１
│
19
│
15
）

　

こ
こ
で
は
、
今
回
の
伝
統
工
芸
展
の
「
見

ど
こ
ろ
聞
き
ど
こ
ろ
」
に
つ
い
て
、
お
話
し

い
た
し
ま
す
。

実
演
時
間　

　

ま
ず
、
昨
年
ま
で
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、

実
演
時
間
で
す
。
昨
年
ま
で
は
、
職
人
さ
ん

１
人
に
対
し
て
、
２
時
間
と
い
う
枠
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回
は
、
午

前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、
一
人
の
職
人

さ
ん
が
実
演
を
続
け
て
行
い
ま
す
。
時
間
内

で
あ
れ
ば
、
何
時
に
来
場
さ
れ
て
も
同
じ
技

術
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
ま
ま
で
の

よ
う
に
、
時
間
に
あ
わ
せ
て
来
場
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

実
演
す
る
職
人
さ
ん
は
、
日
程
に
あ
る
と

お
り
、1
日
7
名（
最
終
日
の
み
6
名
）で
す
。

み
な
さ
ん
、
長
い
経
験
を
通
し
て
伝
統
的
な

技
術
を
体
得
し
た
、
江
東
区
無
形
文
化
財
の

2月5日（金）10:00～16:00

2月6日（土）10:00～16:00

2月7日（日）10:00～16:00

飴　細　工
江　戸　切　子※

木　彫　刻※
紋　章　上　絵
表　具※
建　具
象　牙　細　工

簾※
染織（無地染）※

石　工
建具（組子）※
木　彫　刻
手　描　友　禅
染　色　補　正

染織（更紗染）※
江　戸　切　子

木工（指物）※
刀　剣　研　磨
襖　椽
庖　丁　製　作

【1階】 【2階】

【1階】 【2階】

【1階】 【2階】

実演日程 ※は、体験（実費負担）できます ２
０
１
０
年 

２
月
５
日（
金
）〜
７
日（
日
）

伝
統
工
芸
展

体
験
を
し
て
み
よ
う

■
見
ど
こ
ろ
聞
き
ど
こ
ろ

体験できます（更紗染）

研ぐ（刀剣研磨）
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保
持
者
で
す
の
で
、
本
物
の
技
術
を
じ
っ
く

り
と
見
て
、
お
話
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
そ

れ
だ
け
で
普
段
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
職

人
の
世
界
」
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

実
演
概
要

　

今
回
は
、
３
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
６
〜
７
人
の
実
演
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

５
日
は
、
子
供
た
ち
も
大
好
き
で
、
見
て

い
る
だ
け
で
楽
し
く
な
る
飴
細
工
や
木
場
を

抱
え
た
江
東
区
に
あ
っ
て
、
木
に
彫
刻
を
施

す
木
彫
刻
、
そ
し
て
建
具
な
ど
地
域
的
な
特

色
を
示
す
も
の
。
ま
た
、
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ

ス
の
細
か
い
カ
ッ
ト
技
術
で
、
光
の
魅
力
を

引
き
出
す
江
戸
切
子
、
着
物
に
は
欠
か
せ
な

い
紋
章
を
描
く
上
絵
技
術
、
掛
け
軸
や
屏
風

な
ど
を
飾
る
表
具
、
そ
し
て
象
牙
を
丹
念
に

削
り
落
と
し
、
三
味
線
の
駒
を
製
作
す
る
象

牙
細
工
で
す
。

　

６
日
は
、竹
を
割
っ
て
編
む
簾
や
建
具
（
組

子
）・
木
彫
刻
、
さ
ら
に
微
妙
な
色
合
い
を

作
り
、
生
地
を
染
め
る
無
地
染
や
手
描
友
禅
。

ま
た
、
染
織
補
正
と
は
着
物
や
洋
服
・
ネ
ク

タ
イ
な
ど
に
付
着
し
た
シ
ミ
を
と
る
技
術
で

す
の
で
、
一
度
お
話
を
伺
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
石
工
は
石
碑
・

お
地
蔵
さ
ん
な
ど
を
は
じ
め
、
石
を
刻
む
技

術
で
、
や
は
り
寺
社
の
多
い
江
東
区
の
地
域

的
な
特
色
を
示
す
も
の
で
す
。

　

７
日
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
模
様
を
型
染
す
る

更
紗
染
や
江
戸
切
子
、
お
茶
の
道
具
を
専
門

に
製
作
す
る
指
物
、
さ
ら
に
襖
の
椽
を
製
作

す
る
技
術
を
は
じ
め
、
こ
の
日
は
砥
石
を

使
っ
た
刃
物
の
研
ぎ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
庖
丁
製
作
は
、
複
数
の
種
類
の
庖
丁
を

研
ぎ
、
刀
剣
研
磨
は
刀
の
研
ぎ
を
行
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
見
事
な
磨
き
上
が
り
で
、
仕
上

が
っ
た
も
の
は
、
芸
術
的
に
研
ぎ
澄
ま
さ
れ

た
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

以
上
、
多
少
は
参
考
に
な
っ
た
で
し
ょ
う

か
。
興
味
を
も
ち
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
伝
統
工
芸
展
は
、
深
川
東
京
モ
ダ

ン
館
が
会
場
で
す
。

　

モ
ダ
ン
館
は
、
関
東
大
震
災
の
復
興
事
業

の
一
環
と
し
て
建
設
さ
れ
た
歴
史
的
な
建

造
物
で
す
。
当
初
は
、「
東
京
市
深
川
食
堂
」

の
名
称
で
、
多
く
の
人
々
の
食
事
を
賄
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
長
い
時
間
を
経
た
現
在
、

東
京
の
近
代
化
を
伝
え
る
、
大
変
貴
重
な
建

物
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
昭
和
初
期
の
建
築
デ
ザ
イ
ン

を
残
す
、
貴
重
な
建
物
モ
ダ
ン
館
で
、
伝
統

工
芸
展
は
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
１
・
２
階
の
フ
ロ
ア
ー
を
す

べ
て
使
用
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
が
公
開
さ

れ
ま
す
。

　

伝
統
工
芸
展
の
見
学
と
と
も
に
、
レ
ト
ロ

な
雰
囲
気
が
漂
う
モ
ダ
ン
館
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。　

首都高速深川線

大横川

永代通り

至 

永
代
橋

　 

茅
場
町
駅

至 

富
岡
八
幡
宮

　 

木
場
駅門前仲町駅

深川東京モダン館

3番出口

6番出口

清
澄
通
り

黒
船
橋

赤札堂

八百屋

至清澄白河■案内図

至月島

セブンイレブン

深川公園
深川不動堂

サンクス

モスバーガー
門仲天井ホール

三菱東京UFJ銀行
交番松屋

東
京
都
優
秀
技
能
者
と
し
て
認
定

　

区
登
録
無
形
文
化
財
（
工
芸
技
術
）
保
持
者
の
友
國
三
郎
氏

（
三
好
２
）は
、昨
年
11
月
に
優
秀
技
能
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

木
工（
建
具
）

友
國 

三
郎
氏

会
場
は
国
登
録
有
形
文
化
財
の

深
川
東
京
モ
ダ
ン
館です

。

細かい彩色を施す（手描友禅）

襖の榾や椽を作る（襖椽）

深川東京モダン館
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昨
年
は
、
芭
蕉
の
「
奥
の
細
道
」
の
旅
か

ら
３
２
０
年
と
い
う
こ
と
で
、
各
地
で
様
々

な
催
し
が
開
か
れ
て
き
ま
し
た
。
芭
蕉
記
念

館
で
も
い
く
つ
か
の
記
念
事
業
を
開
催
し
、

多
く
の
参
加
者
を
み
ま
し
た
。
そ
の
集
大
成

と
し
て
、
現
在
、
記
念
館
で
は
俳
文
学
者
久

富
哲
雄
氏
が
撮
影
さ
れ
た
「
奥
の
細
道
」
の

写
真
パ
ネ
ル
69
枚
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

久
富
氏
は
、
大
正
15
年
（
１
９
２
６
）
山

口
県
に
生
ま
れ
、
平
成
19
年
（
２
０
０
７
）、

81
歳
で
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
東
京

大
学
文
学
部
大
学
院
を
修
了
さ
れ
、
都
立
目

黒
高
等
学
校
教
諭
を
経
て
鶴
見
大
学
女
子
短

期
大
学
部
教
授
に
な
ら
れ
て
い
ま
す
。
専
門

は
、近
世
俳
文
学
を
専
攻
。
主
な
著
書
に
『
お

く
の
ほ
そ
道
雑
攷
』『
お
く
の
ほ
そ
道
の
旅
』

『
お
く
の
ほ
そ
道
全
訳
注
』
な
ど
多
数
。

　

特
に
昭
和
62
年
３
月
27
日
に
刊
行
さ
れ
た

サ
ン
レ
キ
シ
カ
・
シ
リ
ー
ズ
40
『「
奥
の
細
道
」

を
歩
く
事
典
』
は
、
平
成
６
年
６
月
に
改
定

加
筆
の
う
え
『
奥
の
細
道
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』

と
し
て
出
版
さ
れ
、
以
降
、
版
を
重
ね
て
い

ま
す
。
こ
の
本
の
人
気
の
秘
密
は
、
著
者
自

身
が
長
年
に
亘
っ
て
歩
か
れ
て
き
た
「
奥
の

細
道
」
の
行
程
を
丹
念
に
記
録
し
た
手
書
き

マ
ッ
プ
が
各
所
に
付
さ
れ
、
細
か
い
配
慮
が

施
さ
れ
た
一
書
だ
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
写
真
パ
ネ
ル
は
、
久
富
氏
が
平
成

13
年
11
月
27
日
〜
12
月
1
日
に
鶴
見
大
学
国

文
科
主
催
で
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
写
真
展
と

し
て
公
開
し
ま
し
た
。
平
成
19
年
3
月
に
同

氏
か
ら
そ
の
パ
ネ
ル
１
３
０
枚
を
寄
贈
い
た

だ
き
、
そ
の
う
ち
の
69
枚
を
展
示
す
る
も
の

で
す
。

　

展
示
で
は
、
芭
蕉
の
生
誕
地
の
三
重
県
伊

賀
市
に
あ
る
「
俳
聖
殿
」・
近
鉄
上
野
市
駅
前

に
あ
る「
芭
蕉
像
」か
ら
始
ま
り
、「
奥
の
細
道
」

の
発
端
と
な
っ
た
江
東
区
「
草
の
戸
も
」
句

碑
、そ
し
て
旅
先
々
の
日
光
か
ら
以
北
、平
泉
、

さ
ら
に
日
本
海
に
移
り
、
秋
田
、
新
潟
な
ど

を
経
て
大
垣
に
至
る
史
跡
・
句
碑
・
情
景
な

ど
の
写
真
パ
ネ
ル
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
研
究
に
生
涯
を
捧
げ

た
俳
文
学
者
久
富
哲
雄
氏
の
残
さ
れ
た
写
真

パ
ネ
ル
と
、
自
身
の
解
説
文
を
加
え
、
そ
の

行
程
を
歩
ん
で
み
る
の
も
楽
し
い
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

こ
の
ほ
か
、
江
戸
時
代
に
刊
行
さ
れ
た

様
々
な
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
木
版
本
な
ど

も
併
せ
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
こ
の
機
会

に
是
非
お
立
寄
り
く
だ
さ
い
。

（
横
浜
文
孝
）

平
成
21
年
度
芭
蕉
記
念
館
企
画
展

―
久
富
哲
雄
の
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
通
し
て
―

4
月
25
日（
日
）ま
で

俳
文
学
者
の
写
し
た「
奥
の
細
道
」

俳
文
学
者
の
写
し
た「
奥
の
細
道
」

「草の戸も」句碑（江東区）

殺生石（那須町湯本）

芭
蕉
記
念
館

開
館
時
間

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
５
時

（
４
時
３０
分
ま
で
に
お
入
り
く
だ
さ
い
）

展
示
室
休
室

第
２・４
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
） 

入

館

料

大
人
1
0
0
円・小
中
学
生
５０
円

交
　
　
　
通

都
営
地
下
鉄
新
宿
線・大
江
戸
線

森
下
駅
下
車　

徒
歩
７
分

問

合

せ

江
東
区
芭
蕉
記
念
館

江
東
区
常
盤
１
│
６
│
３

☎
０
３（
３
６
３
１
）１
４
４
８

大垣船町湊（大垣市）
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中
川
船
番
所
資
料
館
で
は
、
こ
れ
ま
で
に

収
集
し
た
資
料
を
中
心
に
「
収
蔵
資
料
展
」

を
開
催
し
ま
す
。
こ
こ
で
、
展
示
資
料
の
い

く
つ
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

写
真
１
は
、
青
銅
製
の
釣
針
で
、
五
〇
〇
〇

〜
六
〇
〇
〇
年
前
に
タ
イ
で
使
用
さ
れ
て
い

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
鹿
の

角
や
動
物
の
骨
か
ら
造
ら
れ
た
釣
針
が
あ

り
、
釣
針
を
使
っ
た
釣
り
の
歴
史
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。

　

写
真
２
は
、
当
館
で
開
催
し
て
い
る
「
美

術
魚
拓
製
作
実
演
」
の
講
師
で
も
あ
る
美
術

魚
拓
サ
ー
ク
ル
「
竜
の
子
会
」
の
メ
ン
バ
ー

が
拓
し
た
カ
ラ
ー
魚
拓
で
す
。
ヘ
ラ
ブ
ナ
や

ス
ズ
キ
、
ア
ジ
な
ど
を
題
材
に
し
た
美
し
い

作
品
を
一
度
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
年
度
の
寄
贈
資
料
か
ら
、
昨
年
五
月
に

逝
去
さ
れ
た
四
代
目
竿
治
（
糸
賀
一
隆
氏
・

写
真
３
）
を
追
悼
し
、
和
竿
の
作
品
や
愛
用

し
て
い
た
製
作
道
具
を
公
開
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、
船
に
関
す
る
収
蔵
品
の
コ
ー

ナ
ー
と
し
て
、
江
戸
の
河
川
を
往
来
し
た
和

船
、
近
代
の
関
東
内
陸
の
水
上
交
通
網
を
支

え
た
蒸
気
船
、
旧
中
川
沿
い
の
工
場
へ
化
学

薬
品
を
運
ん
で
い
た
硫
酸
船
（
写
真
４
）
の

模
型
を
一
堂
に
集
め
ま
す
。

　

ま
た
、
先
日
寄
贈
さ
れ
た
慶
応
二
年

（
一
八
六
六
）
の
「
中
川
番
所
通
行
手
形
」

や「
日
本
橋
魚
市
真
景
全
図
」（
歌
川
広
重
画
）

の
錦
絵
な
ど
も
展
示
し
ま
す
。　
　

　

こ
の
機
会
に
、
普
段
は
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
当
館
の
貴
重
な
収
蔵
品
を
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。 

（
鈴
木
将
典
）

新大橋通り

東大島駅

中川船番所資料館中川船番所資料館
船番所跡

旧
中
川

番
所
橋
通
り

中川大橋

番所橋

第五
大島小

都営新宿線

・東大島証明書交付コーナー
・東大島図書館
・東大島証明書交付コーナー
・東大島図書館

大島・小松川公園

わんさか広場

第五大島小
バス停

駅入口
バス停 東大島駅前バス停東大島駅前バス停

中川船番所資料館－案内図－

平成22年１月19日（火）～３月22日（月・祝）期　　間

午前９時30分～午後５時
（４時30分までにお入りください）

観覧時間

大人２００円・小中学生50円入 館 料

都営地下鉄新宿線東大島駅（大島口下車） 徒歩５分交　　通

☎３６３６－９０９１問 合 せ

http://www.kcf.or.jp/nakagawa/HPアドレス

平
成
21
年
度

平
成
22
年
1
月
１９
日
〜
３
月
22
日

中
川
船
番
所
資
料
館 

収
蔵
資
料
展

中
川
船
番
所
資
料
館 

収
蔵
資
料
展

写真1　青銅製の針

写真 2　ヘラブナのカラー魚拓

写真3　四代目竿治（糸賀一隆 氏）

写真 4　硫酸船模型
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今
回
、
千
田
遺
跡
（
区
遺
跡
登
録
番
号

16
）
の
発
掘
調
査
の
成
果
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。
調
査
地
点
は
千
田
22
番
地
に
所
在

し
、「（
仮
称
）千
田
保
育
園
」の
建
設
に
伴
い
、

平
成
21
年
1
月
に
試
掘
調
査
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
江
戸
時
代
の
遺
構
・
遺
物
を
確
認
し
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
同
年
2
〜
3
月
に
発
掘

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

土
地
の
歴
史
に
つ
い
て

　

調
査
地
点
一
帯
は
、
も
と
も
と
海
で
し
た

が
、
近
江
屋
（
千
田
）
庄
兵
衛
と
井
籠
屋

万
蔵
が
享
保
８
年
（
１
７
２
３
）
〜
10
年

（
１
７
２
５
）
の
間
に
埋
立
て
を
行
い
、
千

田
新
田
と
し
て
造
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

千
田
新
田
の
一
部
は
薩
摩
国
鹿
児
島
藩･

日

向
国
佐
土
原
藩
の
両
島
津
家
の
屋
敷
地
と
な

り
ま
し
た
。
寛
政
９
年
（
１
７
９
７
）
に
は

一
橋
徳
川
家
が
両
島
津
家
や
周
辺
の
土
地
を

含
め
た
十
万
坪
と
呼
ば
れ
る
一
帯
を
抱
屋
敷

と
し
、
幕
末
ま
で
存
続
し
ま
し
た
。
一
橋
徳

川
家
の
屋
敷
は
、
絵
図
等
に
よ
れ
ば
屋
敷
、

畑
作
地
な
ど
が
混
在
し
て
い
ま
し
た
が
、
調

査
地
点
は
鹿
児
島
藩
島
津
家･

一
橋
徳
川
家

が
屋
敷
と
し
て
使
っ
て
い
た
中
心
域
に
該
当

す
る
よ
う
で
、
十
一
代
将
軍
で
あ
る
徳
川
家

斉
が
狩
猟
の
際
に
「
千
田
御
屋
敷
」
に
立
ち

寄
り
、
昼
食
を
と
っ
た
こ
と
等
の
文
献
が

残
っ
て
い
ま
す
。

発
掘
調
査
の
成
果
に
つ
い
て

　

地
表
面
か
ら
2.5
ｍ
前
後
の
深
さ
で
江
戸
時

代
の
遺
構
面
を
確
認
し
ま
し
た
。
遺
構
は
11

基
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
遺
構

か
ら
は
生
活
で
使
用
し
た
陶
磁
器
類
を
中
心

と
し
た
遺
物
が
多
く
出
土
し
て
い
ま
す
。
遺

物
の
検
出
状
況
な
ど
か
ら
、
不
要
に
な
っ
た

日
常
雑
器
な
ど
を
捨
て
る
た
め
、
屋
敷
内
の

空
閑
地
に
穴
を
掘
り
、
一
括
し
て
埋
め
た
も

の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
陶
磁
器
類
は

19
世
紀
前
期
頃
ま
で
に
生
産
さ
れ
た
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
る
た
め
、
鹿
児
島
藩
島
津
家

か
ら
一
橋
家
に
所
有
が
替
わ
っ
た
後
、
捨
て

ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
遺
物
の
総
量
は
、
コ

ン
テ
ナ
で
１
４
０
箱
を
数
え
ま
す
。
内
訳
は
、

肥
前
系
（
現
在
の
佐
賀
県
）
の
茶
碗
、
瀬
戸
・

美
濃
系
（
現
在
の
愛
知
県
・
岐
阜
県
）
の
茶

碗
や
徳
利
な
ど
江
戸
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所

で
作
ら
れ
た
も
の
が
主
体
で
、
そ
の
ほ
か
、

屋
根
瓦
、
当
時
の
子
ど
も
が
使
っ
た
と
思
わ

れ
る
土
製
の
泥
面
子
、
箸
・
椀
・
下
駄
な
ど

の
木
製
品
、
銭
貨
（
寛
永
通
宝
）、
キ
セ
ル

な
ど
の
金
属
製
品
、
カ
キ
や
サ
ザ
エ
、
ア
ワ

ビ
な
ど
の
貝
殻
で
す
。

調
査
成
果
等
の
公
開
等
に
つ
い
て

　

調
査
中
で
あ
る
3
月
8
日
に
千
田
地
区
を

対
象
に
遺
跡
見
学
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
２
３
０
名
の
方
が
訪
れ
、
住
ま
わ
れ

大
江
戸
を
掘
る
！

大
江
戸
を
掘
る
！

〜
千
田
遺
跡

武
家
屋
敷
跡
を
掘
る
〜

八
百
八
町
調
査
隊

本所深川絵図（部分）

発掘作業風景

遺跡全景（南側）遺跡全景（北側）

小名木川

横
十
間
川
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て
い
る
場
所
の
地
下
に
江
戸
時
代
の
生
活
の

痕
跡
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
驚
か
れ
て
い

る
方
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

現
在
、
平
成
20
年
12
月
〜
21
年
1
月
に
発

掘
調
査
を
行
っ
た
雲
光
院
遺
跡
（
区
遺
跡
登

録
番
号
15
）
と
と
も
に
、
平
成
22
年
3
月
の

刊
行
に
向
け
て
発
掘
調
査
報
告
書
を
作
成
中

で
す
。
報
告
書
刊
行
後
に
は
区
内
の
博
物
館

施
設
や
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
る
予
定
で
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

刊
行
後
は
、
千
田
遺
跡
の
出
土
品
を
中
心

と
し
た
区
内
の
埋
蔵
文
化
財
の
展
示
を
平
成

22
年
４
〜
５
月
に
開
催
す
る
予
定
で
す
の

で
、
事
前
に
広
報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
文
化
財
専
門
員　

野
本
賢
二
）

４号遺構
（埋まっていた土の中には遺物や有機物質が多く入っていました）

遺物出土状況出土遺物（磁器・陶器・土器・銭貨）

出土遺物（漆器・木製品）

出土遺物（ウリ科種子）遺跡見学会風景

出土遺物（貝類）
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こ
の
写
真
は
、
昭
和
29
年
頃
に
清
洲
橋
通

り
に
面
し
た
南
砂
の
商
店
（
現
在
の
南
砂
１

│
11
│
10
付
近
）
を
映
し
た
も
の
で
す
。
南

砂
に
お
住
ま
い
の
村
島
晟
介
氏
か
ら
ご
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た
。
村
島
氏
が
、
当
時
の
南

砂
町
１
丁
目
を
全
て
写
真
に
残
し
て
お
こ
う

と
撮
影
さ
れ
た
も
の
の
中
の
一
部
で
す
。
写

真
左
端
の
お
宅
の
前
が
、
現
在
の
南
砂
１
丁

目
の
バ
ス
停
の
あ
る
場
所
で
す
。

　

今
の
写
真
と
比
べ
る
と
、
角
の
建
物
は
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

道
や
建
物
、
電
信
柱
の
位
置
な
ど
は
50
年
以

上
経
っ
た
今
で
も
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
写
真
に
写
っ

て
い
る
製
麺
所
や
食
堂
、
薬
局
は
今
も
同
じ

場
所
で
営
業
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
道
路
を
走
る
三
輪
ト
ラ
ッ
ク
や
背

後
に
見
え
る
工
場
の
排
煙
は
、
今
で
は
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
も
の
で
す
。

（
文
化
財
専
門
員　

中
西　

崇
）

　

こ
の
秋
開
催
さ
れ
た
「
東
京
文
化
財

ウ
ィ
ー
ク
２
０
０
９
」
の
参
加
事
業
と
し
て
、

今
年
初
め
て
「
東
京
８
区
文
化
財
古
民
家
め

ぐ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
文
化
財
の
古
民

家
を
所
有
す
る
、
足
立
区
・
板
橋
区
・
江
戸

川
区
・
北
区
・
杉
並
区
・
世
田
谷
区
・
目
黒

区
・
江
東
区
の
８
区
で
、
古
民
家
の
特
徴
や

暮
ら
し
ぶ
り
に
つ
い
て
解
説
す
る
日
を
設
定

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
性
と
古
民
家
の
関
わ

り
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

旧
大
石
家
住
宅
で
は
、
10
月
か
ら
11
月
の

う
ち
で
３
日
間
の
解
説
日
を
設
け
、
う
ち
2

日
間
は
、江
戸
川
区
の
一
之
江
名
主
屋
敷
（
江

戸
川
区
春
江
2
）
と
の
共
同
解
説
会
と
し
て
、

両
区
の
住
宅
を
見
学
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
設
定
し
ま
し
た
。
一
之
江
名
主
屋
敷
は
、

江
戸
時
代
の
初
め
に
開
か
れ
た
一
之
江
新
田

の
開
発
者
田
島
家
の
屋
敷
で
、
江
戸
時
代
の

ま
ま
の
敷
地
ご
と
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
名

主
屋
敷
は
、
公
的
な
ス
ペ
ー
ス
も
備
え
る
た

め
、玄
関
や
座
敷
な
ど
格
式
あ
る
造
り
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
一
方
で
、
同
じ
中
川
流
域
の

民
家
と
し
て
水
害
へ
の
対
応
な
ど
、
旧
大
石

家
と
共
通
す
る
部
分
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

3
日
間
で
約
90
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、
江

東
区
を
は
じ
め
、
区
外
か
ら
も
た
く
さ
ん
の

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。参
加
し
た
方
々

は
、
古
民
家

の
も
つ
な
つ

か
し
く
温
か

い
雰
囲
気
を

楽
し
む
と
同

時
に
、
住
宅

を
支
え
る
梁

や
構
造
を
見

て
、
改
め
て

職
人
仕
事
の
す
ご
さ
に
感
動
し
た
と
い
う
言

葉
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ひ
と
く
ち
に
古
民
家
と
い
っ
て
も
、
職
業

や
周
辺
の
環
境
、
生
活
様
式
に
よ
っ
て
規
模

も
構
造
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ

の
古
民
家
を
よ
く
知
る
こ
と
で
、
地
域
と
地

域
の
つ
な
が
り
が
見
え
て
く
る
よ
う
で
す
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

向
山
伸
子
）

前
号
の
下
町
文
化
（
２
４
７
号
）
で
お
知

ら
せ
し
た
「
新
春
民
俗
芸
能
の
集
い
」
の

開
催
日
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く

は
平
成
22
年
１
月
17
日
（
日
）
で
す
。
訂

正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
開

場
は
正
午
、
開
演
は
午
後
１
時
で
す
。
会

場
は
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
（
東

陽
４
│
11
│
３
）、
入
場
は
無
料
で
す
。

（8）

東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
２
０
０
９　

東
京
８
区
文
化
財
古
民
家
め
ぐ
り
を
終
え
て

囲
炉
裏
ば
た

（
旧
大
石
家
日
記
）⑩

訂
正
と
お
詫
び

昭和 29 年頃の南砂 1丁目（3 枚の写真を貼り合わせてあります）

ほぼ同じアングルから見た現在の様子


